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佐 賀 県 農 林 水 産 部 副 部 長

山 口 武 彦

新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様方におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこと

と心からお慶び申し上げます。また、日頃から農業・農村の振興に多大な御尽力をいただ

いておりますことに対しまして、深く感謝を申し上げます。

昨年は、４月に熊本を中心とした大きな地震が発生しました。被災された皆様方に、

心よりお見舞い申し上げるとともに、被災地の一刻も早い復旧を心からお祈り申し上げ

ます。

さて、関係諸国で大筋合意、並びに署名されたＴＰＰ協定は、昨年12月に国会での協定

承認案や関連法案が成立したところですが、米国の次期大統領の離脱表明により協定発効

については先行き不透明な状況となっています。一方、日本と欧州連合（EU）の経済連携

協定（EPA）については、今年交渉が進んでいくことが考えられます。今後とも、我が国

政府や関係国などの動向を注視し、必要な行動をとっていきたいと思っています。

このような中、国の農業農村整備関係予算はH29年度当初予算で4,020億円が確保され、

昨年の補正予算1,752億円と併せ一定の予算が確保できたところであり、県ではこれらの

予算を活用し事業効果の早期発現につなげていきたいと考えています。

一方、本県の農業農村整備につきましては、佐賀平野を中心に整備された農地を活用し

全国一の耕地利用率の維持や担い手への高い農地集積が図られていますが、さらなる農業

競争力強化に向けて農業用用排水路や暗渠排水など生産基盤の整備に取り組んでいるとこ

ろです。また、これまで整備してきた農業水利施設等は本格的な保全管理が必要なため、

引き続き「農業水利施設ストックマネジメント事業」や「多面的機能支払交付金」に積極

的に取り組むこととしています。

本県では明治維新150年に向け、推進本部を設置し幕末・維新期の佐賀の偉業や偉人を

顕彰することとしています。当時の佐賀には日本の近代化をリードしてきた高い工業技術

などの技と大隈重信を始め全国で活躍した佐賀の人たちの力があり、明治の精神に学び

佐賀の強みを再認識しこれを誇りに思う気持ちの醸成を図ることとしています。

本県農業においては明治時代に食糧増産に向けた整備が進められ、大規模な干拓地を

造成するなどして昭和の「佐賀段階」や、「新佐賀段階」へと繋がり今に至り、農業農村

整備事業は農業の成長産業化を下支えするものとしてその役割に大きな期待が寄せられて

います。また、国土強靱化や地方創生を実現していく上でも不可欠なものであり、その

役割はこれまで以上に広がっていくと考えています。

今後とも、農家、土地改良区、市町等の関係者の方々の意見を踏まえ、政策の転換等に

より農業者の方々が困ることがないよう、国の動きなどを注視しながら必要な行動を

しっかりととっていく所存ですので、皆様方のなお一層の御支援、御協力をお願い申し上

げます。

最後になりましたが、会員の皆様方の益々の御発展と御多幸を祈念しまして年頭の挨拶

と致します。

「 新 年 の 御 挨 拶 」
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第39回全国土地改良大会(石川大会)が平成28年

10月25日(火)、金沢市のいしかわ総合スポーツセ

ンター｢メインアリーナ｣において“水土里の明日

を築く土地改良 今こそ未来へつなぐ”をテーマ

に開催されました。

本大会は、農業農村整備に携わる全国の関係者

が一堂に会し「農業・農村の重要性」、「農業

農村整備事業の役割」を広く国民にアピールする

とともに、新たな農業の展開方向に即した農業

農村整備の使命を再認識し、我が国の農業・農村

をさらに発展させることを目的に開催されました。

会場には全国各地から約4,300人が参集され、

本県から県・市町・土地改良区、総勢38名が参加

しました。

式典は、礒崎農林水産副大臣、谷本石川県知事、

金沢市長、進藤金日子都道府県土連会長会顧問ら

多数を来賓に迎え、水土里ネット石川の西村会長

による開会宣言で開会しました。

主催者を代表し、全国水土里ネット二階会長は

「近年、未曾有の災害が襲来し、異常とも言える

気象が続いている。災害に見舞われた方々に心か

らお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復旧

復興を御祈念申し上げる。全土連としても地方と

一体となり復旧に全力で対応したいと考えている。

さて、平成28年度は昨年度に比較して補正予算

を含め、1,222億円の増額予算を確保することが

できました。また、先般この臨時国会において

1,752億円の補正予算も確保することができま

した。さらに、事業予算だけでなく、先の参議院

選挙におきましても、9年ぶりに進藤議員の誕生

も実現しました。心から感謝申し上げます。

現在、来年度の予算編成作業が進められており

ますが、さらなる攻めの農業の実現に向け、当初

予算においても安定的、計画的な事業執行に不可

欠となる必要な土地改良事業予算の確保が出来ま

すよう、引き続き関係方面へ要請活動を展開して

参りたい｣と力強く挨拶されました。

続いて来賓挨拶では、礒崎農林水産副大臣より

祝辞をいただいた後、進藤顧問から「農業の変革

期に立ち向かうのが土地改良であり、産業の土台

をしっかり支え日本の農業農村が元気になること

を祈念します」と挨拶されました。

土 地 改 良 事 業

功績者表彰では、

農林水産大臣表彰

を6名、農林水産省

農村振興局長表彰

を16名、全国土地

改良事業団体連合会会長表彰46名が受賞。

本県からは、農業農村整備事業の推進など永年に

亘る功績が認められ、本会会長 塚部芳和氏

（伊万里市長、伊万里市土地改良区 理事長）が

全国土地改良事業団体連合会会長表彰を受賞され

ました。

大会宣言では地元の大学生によって「ここに

集う私達は、活力ある豊かな農業・農村を目指し、

“水土里の明日を築く土地改良 今こそ未来へつ

なぐ”をここ石川の地において高らかに宣言し

ます。」と力強く宣言されました。

次期 第40回大会は、平成29年10月25日(水)

静岡県沼津市において“「ふじのくに」で語ろう

土地改良が創る豊かな水土里を”をテーマに開催

されます。

（問合せ先：総務企画課）

第39回全国土地改良大会（石川大会）が開催されました

（開会挨拶をする全土連 二階会長）

（表彰される塚部市長）
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平成28年11月15日、16日に佐賀県農業農村

整備事業推進協議会の江里口秀次会長(小城

市長)が、田島健一副会長(白石町長)、秀島

敏行(佐賀市長)、松本茂幸(神埼市長)及び武廣

勇平(上峰町長)ら役員と共に、県選出国会議員

及び農林水産省農村振興局並びに財務省へ、

農業農村整備事業の着実な推進の必要性を唱え、

予算確保や制度の継続等について要請活動を

行いました。（主な要望項目は右表のとおり。）

佐賀県農業農村整備事業推進協議会が要請活動を実施！

「佐賀県農業農村整備事業推進協議会の主な要望」

平成29年度農業農村整備事業概算要求額の満額確保

多面的機能支払交付金（推進交付金含む）の必要額の確保

農業用水の安定供給・水田の汎用化

農業水利施設の長寿命化対策

農村地域の防災減災対策

農地海岸堤防の整備

農村の下水道整備

農業農村の維持発展

平成28年11月28日に東京都で開催されました。

全国から農業農村整備関係者約1,100名が

一堂に会し、それぞれの現場で直面している

喫緊の課題を再認識し、これらの諸課題に緊急

に対応するため、農業農村整備事業の一層の

充実と推進を図る目的で開催されました。

本県から塚部会長をはじめとする役職員10名

が出席しました。

九州農業農村整備事業推進協議会は平成28年

11月29日に山本農林水産大臣、農水省政務三役

及び佐藤農村振興局長のほか、幹部職員へ地方

の農業農村の現状を説明し、来年度の予算確保

に向け、概算要求額の満額確保を目指した要請

活動を行ないました。

「 農業農村整備の集い」 開催 九州NN推進協議会要請活動

（挨拶する全土連二階会長）

（要望書を受ける

岩田衆議院議員）

（要望書を受ける

原口衆議院議員）

（要望書を受ける山本農林水産大臣）

（要望書を受ける佐藤農村振興局長）
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平成28年8月3日(水)に佐賀市「アバンセ」に

おいて、土地改良区の役職員を対象とした研修

会を開催しました。研修会では土地改良区の

役割と土地改良区体制強化基本計画について

佐賀県農地整備課二又係長、九州農政局土地

改良管理課藤原課長の講演を交え、賦課金等の

滞納処分についてなど、約280人の出席を頂き

情報の共有を図りました。

また、全国水土里ネット浦山所長の土地改良

未収賦課金の解消方策等に関する研修では、

現在土地改良区が抱えている滞納問題の具体的

事案をもとに質問される場面もあり、充実した

内容となりました。

本会の塚部会長は「農業や地域社会を下支え

している農業・農村整備事業の着実な推進の

必要性」が強調され、「この研修会が土地改良

区の健全な運営の手助けになれば」と挨拶され

ました。

土地改良区役職員研修会を開催

全国水土里ネット・都道府県水土里ネットが

主催する本絵画展は、今年で17回目を迎え、未来

を担う子どもたちに絵画を通じて、ふるさとの

すばらしさを発見し、水と土への関心を高めても

らい、多くの人々に農業農村の魅力をアピール

することを目的に開催しています。

今年は全国7,879点の応募の中から厳選なる

審査の結果、県内から4点の「入選」が選ばれ

受賞されました。

今年の作品も力作が多く、実際の風景や対象物

をしっかり観察して描いたのだろうと思わせるも

のが目立ちました。どれも子どもたちの思いが

伝わる素晴らしい作品でした。御応募頂きました

児童の皆様、また、絵画展の案内に御協力を頂き

ました関係者の皆様へ、心から感謝申し上げます。

なお、入賞作品については東京都美術館や東京

都庁展望室などで展示されたのち、各イベント等

においても展示される予定です。

子ども絵画展2016に4名が入選

有田町立大山小学校5年生

山口真由さん

白石町立有明小学校6年生

小野隼翔さん

小城市立牛津小学校4年生

岩永那夏さん

佐賀市立春日北小学校2年生

峰松心陽さん

（役職員研修会の様子）

2016

入選作品
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昨年4月の熊本地震において熊本県と大分県

には大規模な災害が発生しました。同年6月、

九州土地連連絡協議会はこのような大規模災害

時においては、各県の土地連が連携支援してい

くことを目的とし協定書に調印しました。

同月、早期に被災状況の確認を行うため、

述べ4名の職員をボランティア派遣しました。

また、同年10月には熊本県土連から熊本地震に

よる災害復旧業務の支援依頼があり、本会から

は同年11月から本年3月までの間、述べ8名の

職員を派遣することを予定しています。

派遣先は、熊本県南部に位置する下益城郡

美里町役場内において町職員や他の派遣職員の

方と共に災害査定業務や発注者支援業務に従事

しています。

現地では一日でも早く復旧が行われるよう、

夜遅くまで業務を遂行していますが、度重なる

地震が現地の職員にとっても不安を与えている

ようです。

熊本地震による災害支援の状況

平成28年8月 20日、佐賀市高木瀬町にある

「佐賀市立高木瀬公民館」において土地改良区

の設立総会が行われました。

総会には県や市、地元選出の議員、関係土地

改良区など多くの来賓が出席される中、百武理

事長が「これまで、ここ高木瀬地区は米麦を中

心とした営農で耕地利用率は約200％にもなる

優良農地地帯であった。しかし、近年の市街化

や農家の高齢化、また隣接する城東川の排水

機能の低下から、荒廃地が見受けられるように

なり、さらには農業の後継者不足から農業に

対する危機感を抱くようになった。

10年前、この危機を乗り越えるため、ほ場

整備設立委員会を設置し、市や県、各議会へ

陳情・要請を重ねた結果、ようやく県営ほ場

整備事業の採択が決定した。事業の決定には

100ha、150人の事業同意が必要であり、これに

は大変苦労した。農地の魅力が低下しているた

めか相続登記を行わず権利者が多数にわたる

場合等があり思わぬ障害となった。改めて全員

同 意 の 難 し さ を

思い知らされたが、

本日の土地改良区

設立総会を開催す

ることができた。」

と挨拶されました。

総会は議事へと進み、議長に八つの議案を提

出されました。組合員からは活発な質疑と厳し

い意見を交えながらも、全ての議案について

賛成議決となりました。また、議案の中で新た

な 役 員選 出 を

行 わ れそ の 場

で 理 事・ 監 事

が 決 定さ れ ま

した。

（上写真：上段左中央から八木

係長、同右中央光武係長）

高木瀬土地改良区の設立
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平成28年 10月 21日、佐賀市「グランデはが

くれ」において「土地改良区体制強化事業複式

簿記研修会」を開催しました。

全国水土里ネットの浦山所長をはじめ、農林

水産省土地改良企画課中村企画官及び全国水土

里ネット金内主任らから複式簿記の必要性や、

検査指導の基準、会計基準、財務諸表を活用

した土地改良区運営など、今後の土地改良区の

会計につながる講義が行われました。

本研修会では県内29土地改良区40名の職員が

参加し、活発な意見交換がなされ改めて複式

簿記の必要性と、会計監査の重要性を再認識さ

れていました。

県内では同年8月に高木瀬土地改良区が設立

と同時に複式簿記会計を導入し、現在では三つ

の土地改良区が複式簿記による会計を運用され

ています。

様々な会計システムが存在する中、本会では

「ミラウド会計システム」を紹介しています。

このシステムは水土里ネット秋田（秋田県土連）

が現場の意向や実態を調査し、県内統一的な規

格に即してシステムを構築し開発されました。

操作環境については、ブラウザを利用した

クラウド型の会計システムとなっているため、

様式の変更や基準の改正についても全国一斉に

改修することができ、土地改良区ごとのバー

ジョンの違いによる書簿の差異をなくすことが

できます。

また、管理者権限による複数人での同時利用

が可能であるため、業務の効率化が図られます。

さらには、web方式の不安な要素であるセキュ

リティ面においても、システム導入時に証明書

によるアクセス制限をおこない、日々の利用時

においてもSSL暗号化によって安全性を高く設

定してあります。

同年9月には水土里ネット秋田において、

システムを導入した土地改良区の職員が、実際

にパソコンを用いてこのシステムの実務研修を

行い、導入に至るまでの準備作業内容や導入後

の日々の運用管理、伝票作成など今後必要とな

る作業を体験しシステム運用を習得されました。

ミラウド会計の詳しい内容は次ページのパンフ

レットを参照してください。

土地改良区複式簿記に関する研修会の開催

（土地改良区体制強化事業複式簿記研修会に参加する受講者）

（会計システムを利用して研修会に参加する受講者）
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土地改良区等が国からの補助を受けないで

実施する土地改良事業・生産基盤整備事業等に

対して日本政策金融公庫等が農家負担の軽減を

目的に、土地改良区等に対し低利で融資する

資金です。

国の補助対象ではない事業（県又は市町単独

補助事業）についても融資の対象となります。

＜＜融資用途の例＞＞

■ かんがい排水やほ場整備、客土などの事業

を実施し、農業生産基盤の整備・保全の

推進を図る場合の費用

■ 農業集落排水事業の実施において、国等の

補助金以外の受益者が負担する部分(トイレ、

浴室、洗面所の改修費用）

■ 土地改良区等が行う土地改良施設の維持

管理事業に対して、揚排水機場・用排水路・

フェンス等の設置又、土地改良区の事務所

の建設、事務機器等の購入などの費用

非補助農業基盤整備資金のご案内

利 率 融資時の利率は金融情勢により変動

償還期間 ２５年以内（うち措置期間１０年以内）

貸付限度額 農家負担額（最低額５０万円）

利率は

０．３％
（H28.12月現在）

近年、農村地域の混住化や自動車の増加に

伴い、農道や用排水路等での事故は増加傾向に

あります。

このような情勢を踏まえ、土地改良区や市町

が管理している土地改良施設での、管理上の

不備等が原因で第三者へ損害を与えた場合、

その補償に伴う賠償に備えるための保険を推奨

しています。

土地改良施設賠償保険の案内
施設種別 保険料

農道 1,000ｍにつき60円

用排水路 1,000ｍにつき60円

溜池・貯水槽 １箇所につき250円

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ 1,000ｍにつき600円

（支払限度額）
・身体障害：被害者１名につき１億円、１事故につき２億円
・財物損壊：１事故につき1,000万円


